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　　　．論文を参照したというのに止らず，

　　　歓米の諸大学の論文から，我が国の．

　　　研究者の手になるオリジナルな業績

　　　まで，その選択は著者の広い見嶽が

　　　おのずと現われ，この方面の研究に

　　　従事する入達には，非常に便利なハ

　　　ンドブ》クの役割を果してくれる；

　　　わが国の気象電気研究の開拓と推進

　　　にあたって来た両氏にして姶めてよ

　　　　くなし得る処であろう．

　　　　なお本書では新らしい試みと．して

　　　第2次世界戦争後新たに発達した電

　　　波気象の項目についても，基礎的な

　　　　ところから全体を要領よく説明して

　　　いる例もちろん他の項目においても

　　　基礎的な理論や測定法等から説明し

　　　てあるから教科書として適当なこと

　　　審まいうまでもない．

　　　　本書の序で著者も強調しているよ“

．　　　うに，最近の空中電気学は，ほとん

　　　　ど気象学の一分野ともいうべぎもの

　　　で気象電気学と呼ぶのにふさわしく

　　　今後の発展も気象学の他部門の発達

　　　　と密切に結ぴついている．この意昧

　　　で本書は気象学にたずさわる多くの

　　　人々に読まれることが望ましい．た

　　　だ本書によって始めて気象電気の概

　　　念を得ようとする読者にとっては，

　　　あまりに多くもづた内容がかえって

　　　全体の概括を困難にするおそれがな

　　　　くもない．しかし元来気象電気学は

　　　，どの部分をとっても，初等的な電気

　　　学の知識があれば，理解するのにさ

　　　．、して困難なものではない．本書の第

　　　　1章では気象電気研究の歴史と概観

　　　　という題で，全体を歴史的にたくみ

　　　鰭こまとめているから，この章とあと

　　　、は自己の興味のおもむく章を精読す

　　　るというのも本書の読み方の一つで

　　　．あろう．（北川信一郎）。

1講座とは何か1

　気象学界では昨年は大御所が同時

ーに‘‘辞典”と“事典”を監修し，多

上数の学者がこの両書の共通の執筆者

となって話題となったが，今年もま

一た，またかという不満とも憤りとも

つかぬ声が聞かれるようになった．

．1955年10月

気象・学講座の第1回配本をみると，

その各章は立派な研究ではあるが1

4れを集めただけでは・気象学講座

り“気候変動論”，とはいえぬのでは

ないかとの感が深い．　f‘数値予報

論1’にはとのような欠点は認められ

ないが，、これにはさまれている広告

によると，“気象測器”にはわれわ

れに最も関係の深い地上測器のこと

は書いてなくて，どうも同じ著者の

名著‘地上気象器械”め補耀のよう

・な内容が報ぜられている．そうであ

るとすれば‘1講座1．。という名に惑わ

されたわれわれは全く浮ばれないわ

けである．今後は出版社，編集委員

著者は“講座”というものの性格を

認識し，読者は“講座”に何を期待

しているかをよく考えて，これにこ

たえるように仕事をしてもらいた

い．（AM）
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　　「故伏木測候所長大森虎之助君

　　をしのびて」についで訂正

　本誌2巻7号に掲載された表記の

論文について，田口克敏，竜雄の丙

氏から誤りを指摘訂正かた申入れが

あった旨，編集部から私に連絡があ

ったので，事実を確認の上，つぎの

ように謹んで訂正する．

　1．大正10年9月26日台風来襲に

・よる最大風速は19．4m（26．8mは誤

り）で，当時の風速を現在のものに

換算（0．7倍）するとと13．6mなり，

風速としては，そう強いとは言えな

い．なお，原簿中の記事からみると

暴風は0320時から0830時までで，

0200時の風は非常に弱い．急に南の

突風を伴づて暴風が吹走したので，

不用意の所に大災害が起こったので

はないかと思われるが，それにして

も「被害が大ぎすぎるド病気静養のた

めに伏木に帰郷されていた田口克敏

氏の言己憶にも，時々家をゆるがし，

瓦を吹き落とすような強さのものも

あったとしているし，観測値そのも

のにも疑問が生じて来る．

　2・六森虎之助氏の最後は魚津湾

頭に投身自殺と述べたが，自宅後庭

で服毒自殺と訂正する．・

　3．漁船沈没数1，250艘は250艘，

彼是葬祭は月余に云々の中の悲戯は

悲劇と訂正する・（植字誤）

　　　　　　　　　　（佐藤順一）

1　　穏

高木　健君の逝去を悼む
むじご
ラすロト

＝，灘

　　ツヨシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　ヘ

高木鯉は明治11年新潟に生神、、
学卒業後気象事業に従事されたのは』鱒

明治30年10月ゴ明治34年第2回気象』薄

練習会に大阪測候所雇として受講・・灘1
同年11月練習を了えて大阪に帰任，．鱒
　　　　　、「　　　　　　　　　　　　　「ギ纏
日露戦役起るや明治37年3月中央気蠣
象台に臨時観測所を置く官制発布さ、講

れ臨時観測技手となり第2一（木浦）・㌧「遷

在勤となり硝煙弾雨の中に観測陣営耀

に奮闘された・明治40年3月帰朝1鰭
気象台技手となり南京に甥馨された灘

が同年6月傘沢測候所技手となり所諺等

長勤続8年職務に尽痒ざれた・大正づ

3年8月測候技師となり石巻測候所諒

長として勤務された．その頃石巻は♂
　　　　　　　　　　　　　　　　づ宮城県唯一の測候所で東北測候所め㌧1
首位を占め，岩手県唯一の宮否測候さ

所は海路必ず通過の要港で，故福井∵

規矩三君と故三木村三郎君は親交あ

り・健君は小柄であったが挙止敏勝滅

で友交に汚点がなかった，酒量砧か
にして両君は良い飲友達であつた・．晒

　同じ練習会時代からの友人として．湊

は多くはなき人の数にいり八太益次藷

郎君と山川軍治君が隠退して健在で∫三

ある・犬正12年3月に辞任されて中ぎll

央気象台嘱託と』なり大正12年9月関1鑛

東大震災起り横浜測候所長朝倉慶吉饗
君震死の跡鎚うて12月測嚴師所灘

長となり震災調査に尽力し企画の神隷
奈川県気象年報4篇を刊行し気象統鱗
　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ計の外・生物景象・地震・上層気疏窯

観測の分冊を完成「した・足尾測候所歯

長で文筆を以て鳴った故横田八百吉、護

君は君の義兄でありた．’　　一　’☆

　昭和14年10月辞任，その後中央気九、二

象台嘱託どして各地の気象統計調査ゴ

に当られておったが，昭和16年3月極
8日退職された．その後令息と共に濃

居住を移され近年は長崎県大村市課嶋

訪町53番地に居住し雨量通報所の事、li

務にあたり老後の生活を楽んでおら二，

れたが9月14日78才の高令で逝去ざ・ll

れた旨未亡人よそ子さんカ｝ら通知が　，，

あった．多年気象事業ヒ尽痙された』㌧

功績獄亡すべからざるものが多かっ眠

た・弟に陸男君あり・、支那通でソオ』≦

ソオたる実業家である．また君の次聴

男健夫君は読売新聞社編集局長≧レ1き黒

て日々健筆を振っておられる．・　・．藻
　　　　　　　　　　　　　　　　ロペセ　不省等その計音を伝承し謹んでそ、・藻

の生涯の一片をっづり，その冥福を謹

祈る．　　　　　　（佐藤順一）　薩
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